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令和2年11月5日〜7日の3日間、けいはんな学研都市に立地ま

たは関連する研究機関や自治体、企業、大学などによる、最先端

技術の研究発表イベントが開催されました。新型コロナウィルス

感染症の影響により特設WEBサイトによるバーチャル開催となり

ました。基調講演や技術講演のほか、研究成果をまとめたパネル

や録画動画により活動を紹介するWEB展示が、合計49のテーマで

行われました。 

 

「ニューラルネットを用いた高品質話速変換技術」では、音声の品

質を保ちながら、会話を速くしたり遅くしたりできる技術が紹介され

ました。近年のディープラーニングによって機械翻訳の精度は飛躍的

に向上しましたが、このディープラーニング技術が脳の機能に類似し

たニューラルネットワーク（神経網）によるものであることから、こ

うした機械翻訳のモデルがニューラル機械翻訳と呼ばれています。 

話速変換技術とは、音の高さを変えずに音声を伸縮する技術です。

高齢者や難聴者は通常よりもゆっくりと話す音声の方が聞き取りやす

く、視覚障がい者は高速再生された音声を好む傾向があります。その

ため、それぞれの状況で話速変換技術が用いられてきましたが、音声

をそのままゆっくり、または高速で再生してしまうと音の高さまで変

わってしまいます。音の高さを変えずに、再生速度のみを変える従来

方式の話速変換技術では、音質が劣化するという課題がありました

が、ニューラルネットを用いた話速変換技術により、高品質な音声を

瞬時に合成することが可能になりました。この高品質話速変換は、音声の音響特徴量を分析し、時間方向に伸

縮した特徴量を音声波形生成ニューラルネットワークに入力することで可能になります。 

WEB展示では実際の通常速度の音声を、1.25倍の高速再生と0.66倍

のスロー再生音声を紹介し、従来方式よりも高品質な話速変換が実現

できる実験結果を示し、評価者による音響評価結果において好結果が

得られたことを示しました。 

また、通常よりもゆっくりと話すことは、多言語音声翻訳とも親和

性があります。そのため、この技術は、様々なグローバルコミュニケ

ーションにおいても役立つことが期待されています。 
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